
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鼻の日 
８月７日は「鼻の日」です 

鼻の役割とは…？ 

鼻を大切に！ 
鼻をかむ時は片方ずつ静かにかみ
ましょう。両方を同時にかむと耳
を痛めます。また、鼻の穴に物を
入れないように注意しましょう。 

■呼吸をします。 
■鼻に入った空気からほこりを取

り除き、肺に空気を送ります。 
■においをかぎます。 

涼しい場所に寝かせる

水分をとる

日陰やクーラーの効いたと
ころなど、涼しい場所に移
動し、衣類をゆるめてらく
にさせます。湿ったタオル
などで体を拭き、うちわで
あおぎます。首、脇の下、
足の付け根に冷やしたタオ
ルや冷却シートなどをあて
て、体を冷やします。 

少量の水分を数回に
分けて与えます。多量
の水は嘔吐をするの
で避け、電解質の入っ
ている経口補水液を
与えましょう。 

こんな症状が出たら 

医療機関へ 
・唇が乾いている。 
・尿の量が少ない。 
・顔色が悪く呼びかけ
に応えない。 

・体温が40℃を超えて 
いる。 

・けいれんを起こして 
いる。 

熱中症の対処法

室内の温度調節

室内にいても熱中症になることがありま

す。クーラーを上手に使って温度調節を

しましょう。扇風機も一緒に回すと、空気

が循環して、室内の温度が一定に保た

れます。また、お昼寝の際には、室内で

も日陰になる場所を選び、クーラーや扇

風機の風がお子さまの体に直接あたら

ないよう、工夫しましょう。設定温度は、

27～28℃が適温と言われています。 

また、乳児のお昼寝の場合は、時々手

足を触るなどして、冷え過ぎていないか

どうかをチェックしましょう。 
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スケッチ保育園

猛暑が続いています。お子さま達は、暑さの中でも夢中になって遊ぶので、水分の補給には十分気

を配りましょう。また、夏休みに遠出をされる方も多いと思います。体調やけがに気を付けながら、楽し

い夏の思い出をつくりましょう。 


